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新学習指導要領における中学校理科の改訂の要点と目標

旧 学習指導要領での目標
自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、
科学的に探究する能力の基礎と
態度を育てるとともに
自然の事物・現象についての理解を深め、

科学的な見方や考え方を養う。

新 学習指導要領での目標
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを
通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。
（１） 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関す

る基本な技能を身に付けるようにする。 【知識及び技能】
（２） 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。【思考力、判断力、表現力等】
（３） 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

【改訂の要点】
〇理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点
→ 自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもって観察、実験などを行い、その
結果を分析して解釈するなどの科学的に探究する学習を充実

〇理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点
→ 日常生活や社会との関連を重視する方向で検討



探究の過程

自然の事物・現象 科学的に
探究する力

課題の設定

仮説の設定

観察、実験の
実施

結果の処理

技能

知識
学びに向かう力、人間性

検証計画の立案

表現・伝達

考察・推論

課題の把握（発見）

課題の探究（追究）

課題の解決



理科の指導においてＩＣＴを活用する際のポイント

（１）ＩＣＴを活用する際に求められる観点

・理科の学習においては、自然の事物・現象に直接触れ、観察、実験を行い、課題の把握、
情報の収集、処理、一般化などを通して科学的に探究する力や態度を育て、理科で育成
する資質・能力を養うことが大切である。

・観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本であるが、指導内容に応じて、適
宜コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用することによって、生徒の学
習の場を広げたり、学習の質を高めたりすることができる。

「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の充実を図るための有用な道具と
してＩＣＴを位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に活
用することが重要。



理科の指導においてＩＣＴを活用する際のポイント

情報を
集める

・情報の検索
→ 探究の過程で必要となる
情報を取得する。

事実を
捉える

結果を
整理する

クラウド上
で共有する

・カメラとＩＣＴ端末の組合せ
→ 観察、実験の結果の分析や
総合的な考察を裏付ける。

・センサ等を用いた計測
→ 通常では計測しにくい量や
変化を数値化・視覚化して捉
える。

・観察、実験のデータ処理やグ
ラフ作成
→ 規則性や類似性を見いだす。

・観察、実験結果や考えを共
有する。
→ 各班の実験結果を比較し
たり、生徒がそれぞれ行っ
た考察を交流したりする。

他にも･･･
・シミュレーション
・観察、実験のレポートやプ
レゼン資料作成 など



探究の過程

探究の過程を通じた学習活動の中で、
生徒が一人一台端末を活用し、
一層の資質・能力の育成につなげる。

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の
充実を図るための有用な道具としてＩＣＴを位置付け、活用
する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に
活用することが重要。

中学校理科の学びと一人一台端末の活用

自然事象に対する気付き

課題の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

仮説の設定

自然の事物・現象

自然の事物・現象

見振り返り

見見通し



実践発表について

・「生物の体のつくりと働き」、「大地の成り立ちと変化」では、
結果を写真や動画で記録する場面でＩＣＴを活用。
「力のはたらき」では、結果を写真で記録する場面と結果を共有
する場面でＩＣＴを活用。

・ＩＣＴを活用することにより、結果を何度も確認することが
でき、特徴を捉え理解を深めたり、考えを深めたりしている。

・ＩＣＴを活用することにより、他の班の実験結果と比較する
ことができ、再現性という側面から科学的に考察している。



まとめ

・ＩＣＴを「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習
の一層の充実を図るための有用な道具として活用する。
→ 直接体験が基本。

・ＩＣＴを使うことを目的としない。
→ ＩＣＴの活用ポイントを考えて使う。
（資質・能力の育成のために、ＩＣＴを使うことでより
一層効果的になっているか）


